
これまでの経緯

手すりが未整備でバリアフリーに
対応できていない階段

基本計画 基本設計 工事実施設計

モチーフとする梨だなの風プライバシーを保護できる窓口の例
（さいたま市南区サウスピア）

（１）市民を守る防災・防犯拠点として  
　　の庁舎

（５）市民の声が集約される議会機能を
　　確保した庁舎

（６）市民協働・市民活動に配慮した
　　庁舎

（10）未来を見据え、変化にフレキシ
　　ブルに対応できる庁舎

（８）環境に配慮した庁舎

（９）市民の親しみと良好な職場環境
　　が経済的に持続可能（サスティ
　　ナブル *）な庁舎

（７）市のシンボルとして市民が親し
　　みをもてる白井市らしい庁舎

（４）効率的で働きやすい庁舎

（３）個人情報、行政情報のセキュリティ
　　を強化した庁舎

（２）全ての利用者にやさしい庁舎
文化センター

新築棟減築改修棟 保健福祉センター

減築改修+新築による整備のイメージ図

ひび割れの目立つ外壁 老朽化した空調設備

煩雑でわかりにくい窓口廻り

・昭和 56 年 8月　　　　庁舎竣工

・平成 18 年度　　　　　耐震診断業務委託

・平成 20 年度　　　　　庁舎改修計画策定業務委託（平成 21 年度まで）

・平成 21 年度　　　　　白井市耐震改修促進計画策定

・平成 23 年 3月　　　　東日本大震災発生

・平成 23 年 5月　　　　本庁舎改修庁内検討委員会を設置

・平成 23 年 7月　　　　白井市役所庁舎整備検討委員会を設置（平成 24 年 3月まで）

・平成 24 年 3月　　　　白井市役所庁舎整備検討委員会より、「白井市役所庁舎の整備について

　　　　　　　　　　　 （提言）」を受ける

・平成 24 年７月　　　　庁舎減築構造検討業務委託（平成 24 年 10 月まで）

　　　　　　　　　　　※適用基準「既存鉄筋コンクリート造建物の耐震診断基準同解説」が平成 21 年　　

　　　　　　　　　　　　　に改訂されたため、新基準により耐震診断を再度実施しました。　

・平成 25 年 1月　　　　公共施設整備保全基金条例施行　

・平成 25 年 3月　　　　本庁舎改修庁内検討委員会、第１次報告書を策定

・平成 25 年 3月　　　　庁舎使用状況調査業務委託（平成 26 年 1月まで）

・平成 25 年４月　　　　庁舎整備に係る重点項目検討委員会連絡会議を設置

・平成 25 年４月　　　　白井市庁舎建設等検討委員会を設置

・平成 25 年 9月　　　　白井市庁舎整備基本計画・基本設計業務委託（平成 26 年 12 月まで）

白井市庁舎整備基本計画（案）及び白井市庁舎建設等検討委員会の会議
資料等につきましては、下記の特設ホームページよりご覧ください。

・白井市庁舎建設等検討委員会特設ホームページ

　http://www.city.shiroi.chiba.jp/detail/chousha-seibi.html

【問い合わせ】

白井市総務部管財契約課管財契約班

・TEL　　 047-492-1111（内線 3341，3342）

・e-mail　kanzai@city.shiroi.chiba.jp

検  討  結  果

比  較  検  討  に あ た っ て

基  本  方  針

基  本  理  念

基  本  方  針

①ＢＣＰ*を実現する災害対策機能を備えた庁舎 
　とします。
②防災拠点施設としての耐震性能を確保します。
③防犯機能等を強化するため、印西警察署の分庁
　舎等の設置に向け、千葉県警察本部と協議を進
　めます。

※警察署の分庁舎等を市役所内に設置することに
　より、白井地域における事件事故への迅速・的
　確な初動対応が図れます。
　また、運転免許証の住所変更等を行う警察窓口
　として、市民の利便性向上が図れます。

①ユニバーサルデザイン *を取り入れ、誰もが快
　適に利用できる庁舎環境とします。
②ワンストップサービス *を導入します。
③隣接する保健福祉センターや文化センターとの
　連携に配慮します。

①サーバー *室他、重要な情報を扱う部屋のセ　
　キュリティを強化します。
②プライバシーに配慮した相談スペースを拡充し
　ます。

①現在白井駅前センターにある市民活動推進セン　
　ターの移設を検討します。
②期日前投票等に対応する多目的スペースを確保し、
　市民ギャラリー等としての利用も検討します。
③情報公開コーナーを充実します。

①適正な規模の議場を確保します。
②議場及び傍聴席をバリアフリー *化します。
③情報化と情報発信機能を強化します。
④有効利用のための多機能化を検討します。

①ICT * 化に対応した適正な規模の執務空間を確
　保し、効率的な部署配置とします。
②文書ファイリングシステム*を導入し、省スペー
　ス化を図ります。
③健康的な職場環境を整備します。

①LED 照明や太陽光発電等、省・創・蓄エネル
　ギー技術の導入を費用対効果を踏まえて検討し
　ます。
②効率的なエネルギー利用を図るため、エルギー
　マネジメントシステム * の導入を検討します。

①将来の組織変更に対応可能な計画とします。
②メンテナンスや、将来の更新を考慮した配管
　スペースの確保等を検討します。

①建設後の保全にも考慮し、将来にわたり市民
　の親しみと良好な職場環境が経済的に維持で
　きる庁舎とします。

①周辺地域を先導する良好な景観形成を目指し
　ます。
②梨や梨だなをモチーフにした形態を取り入れ
　る等、白井市らしい庁舎を目指します。

－２－



はじめに

庁舎整備の基本理念と基本方針

手すりが未整備でバリアフリーに
対応できていない階段

基本計画の目的

庁舎建設等検討委員会

庁舎整備の必要性

４３３２２

基本計画 基本設計 工事実施設計

白井市の将来像　「市民と築く安心で健康なまち　しろい」

市民の財産である
豊かな緑と水を守
る環境にやさしい
庁舎

行き届いた行政
サービスを提供す
る庁舎

市民主体のまちづ
くりと市民協働を
進める開かれた
庁舎１人・暮らし・命を

守る拠点としての
庁舎

　市の最上位計画である第 4次総合計画にある将来像「市民と築く安心で健康なまち　しろい」の実
現に向けて、次の４つを庁舎整備の基本理念として掲げます。

基本理念を具現化する方策として、10 項目の基本方針を定めました。

－１－

白井市庁舎整備基本計画（案）
－概要版－

[ 住民説明会・パブリックコメント用 ]

文化センター文化センター文化センター

新築棟新築棟新築棟減築改修棟減築改修棟減築改修棟

　白井市

平成 25 年 1 2 月

保健福祉センター保健福祉センター

減築改修+新築による整備のイメージ図減築改修+新築による整備のイメージ図減築改修+新築による整備のイメージ図

ひび割れの目立つ外壁 老朽化した空調設備

煩雑でわかりにくい窓口廻り

　現市役所本庁舎は、旧耐震基準に基づき建設されたものであり、耐震性能が不足しているほか、外壁や機
械設備の著しい老朽化、バリアフリーやＩＣＴ*など建設後の社会環境の変化へ対応が不足していることな
ど、多くの問題を抱えており、応急処置的な対応では解決が困難な状況となっています。
　時代のニーズに即した行政サービスを適切に提供できる環境整備、そして、地域の防災及び防犯拠点とし
ての機能も備えた新庁舎の整備を早急に進める必要があります。

　平成 23 年度に有識者や公募市民等により設置した「白井市役所庁舎整備検討委員会」からは、整備が急
がれること、また、整備手法としては既存庁舎を耐震性能が確保できるまで減築し、生じる面積不足を新築
する案が有力である旨の提言がされています。
　市ではこの提言を踏まえ、平成 24 年度は各種調査検討を進め、本年度からは市議会議員、有識者、公募
市民らにより新たに「白井市庁舎建設等検討委員会」を設置し、基本計画の策定を進めてまいりました。

①平成 23 年度の提言及びその後の各種調査検討内容を踏まえ、概略の施設規模、目標とする事業費及
　び財源、施設機能、敷地利用及び各部署の配置等の計画を策定します。

③基本設計に向けた課題の整理を行います。

②平成 23 年度の提言に示された比較検討案３案（「新築案」、「改修案」「減築＋新築案」）を精査し、
　今回さらにＬＣＣ（ライフサイクルコスト）*の検討を加えることにより、最も相応しい整備手法を
　選定します。

検  討  結  果

比  較  検  討  に あ た っ て

市民 財産

基  本  基  本  理  念理  念

る方策として 10 項目の基本方

基  本  基  本  方  針方  針



建設費 3,845,000千円 3,529,000千円 3,038,000千円

修繕・更新費（50年） 4,628,000千円 4,643,000千円 4,596,000千円

ＬＣＣ 8,473,000千円 8,172,000千円 7,634,000千円

動線計画（保健福祉センターとの
連携）

現状より悪くなる
現状より
やや改善する

現状より改善する
（屋内通路により接続）

工事期間中の業務への
影響

小さい
大きい

（仮設庁舎が必要）
小さい

工期 最も短い 長い 短い

プランニングの自由度 最も高い 低い 高い

建設に伴う廃棄物の量 大 小 中

現庁舎の課題

庁舎整備手法の選定 【比較検討案】

庁舎整備手法の選定 【検討結果】

3,038,000千円

4,596,000千円

7,634,000千円

現状より改善する
（屋内通路により接続）

小さい

短い

高い

中

3,038,000千円

4,596,000千円

7,634,000千円

現状より改善する
（屋内通路により接続）

小さい

短い

高い

中

手すりが未整備でバリアフリーに手すりが未整備でバリアフリーに
対応できていない階段対応できていない階段

手すりが未整備でバリアフリーに
対応できていない階段

基本計画 基本設計 工事実施設計

　経済性や機能性から比較検討した結果、総合的にＣ案が庁舎の整備手法として最も適当である
と判断しました。

今後、基本設計はＣ案の「減築改修+新築案」をベースとして進めます。今後、基本設計はＣ案の「減築改修+新築案」をベースとして進めます。

　整備手法は次の３案について、ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）*、保健福祉センターとの連携、工事期
間中の業務への影響等、多様な視点から比較検討し、選定しました。

※減築について：建築物の耐震性能は、建物重量と働く地震力から決定するものであることから、減築に
　　　　　　　　より軽量化すると耐震性能は向上します。

１．建設規模については、現庁舎の規模約 9,000 ㎡に新たな機能等が追加されることを考慮して
　　11,000 ㎡と想定しました。
２．既存躯体の耐久性（長寿命化）について確認した上で、ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）*の算定期
　　間は 50 年としました。
３．既存改修部分については、躯体の劣化部分は補修し、電気・機械設備、内外の仕上げは新築と同等
　　に更新するものとしました。

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案（採用）

《新築部分》
RC造 *（免震構造 *）
地上 6階

【新築案】
整備手法

構造・規模

案の概要

【既存免震改修＋新築案】

《既存改修部分》
SRC 造 *（免震ﾚﾄﾛﾌｨｯﾄ*）
地上 8階 / 地下 1階
《新築部分》
RC造 *（免震構造 *）　
地上 2階

既存庁舎を全て取り壊
し、新たに 11,000 ㎡の
庁舎を建設する案

既存庁舎 9,000 ㎡につい
ては耐震化及び老朽箇所
の改修を行い、2,000 ㎡
を建設（新築）する案

既存庁舎 9,000 ㎡につい
ては建物の軽量化
（4,000 ㎡の減築）によ
り耐震性を確保し※、
6,000 ㎡を建設（新築）
する案

①

（いずれも消費税を除いた金額としています）

②

①+②

【既存減築改修＋新築案】

《既存減築改修部分》
SRC 造 *
地上 3階 / 地下 1階
《新築部分》
RC造 *（免震構造 *）
地上 5階

文化センター

新築棟減築改修棟 保健福祉センター

減築改修+新築による整備のイメージ図

・耐震強度の不足
・外壁の老朽化
・屋上防水の劣化
・断熱性能の不足
・漏水の発生

・エレベーターの老朽化
・電気設備の老朽化
・機械設備の老朽化
・給排水設備の老朽化
・議場設備の老朽化

・建設後の法律改正や新
　たな法律の制定により
　現行法令に適合してい
　ない部分があります。
　（建築基準法、バリア
　フリー法、省エネ法）

・不十分な防災拠点機能
・情報管理機能・ICT* 
   対応の遅れ
・執務室、相談室等のス
　ペース不足
・わかりにくい窓口

・保健福祉センターとの
　連絡の不便

ひび割れの目立つ外壁ひび割れの目立つ外壁ひび割れの目立つ外壁 老朽化した空調設備老朽化した空調設備老朽化した空調設備

建築に関する課題 設備に関する課題

煩雑でわかりにくい窓口廻り煩雑でわかりにくい窓口廻り煩雑でわかりにくい窓口廻り

各法令に関する課題 機能に関する課題 既存庁舎の長寿命化の検討

　コンクリートの中性化深さ等、既存
躯体の耐久性について調査、検討の結
果、部分的に劣化している箇所の補修・
修繕を行うことにより、改修から 50
年程度使い続けることが可能であると
判断しました。

案 Ｂ案

検  討検  討    結  果結  果

庁舎 規模約 ㎡ 新 機能等が追加

比  較  検  討  に あ た っ て比  較  検  討  に あ た っ て

基  本  理  念

基  本  方  針

－３－ －４－

ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）の検討

　一般的にＬＣＣとは、企画・設計から、建設、運用管理、
最終的な解体再利用まで、建築物の生涯にわたる全てのコス
トの合計を指しますが、整備手法選定のためにＬＣＣを比較
する上では、「建設」及び運用管理の中の「修繕・更新」にか
かるコスト以外についてはＡ・Ｂ・Ｃ案でほとんど差異が生じ
ないため、「建設費」と「修繕・更新費」を算出し、その合計
をＬＣＣとしました。



県道千葉ニュータウン北環状線

Ｎ保健福祉センター

車庫
減築改修棟

新築棟

駐車場エリア
駐車場エリア

駐車場エリア

駐車場
エリア

駐車場
エリア

SRC造

新築棟

RC造
減築範囲

免震

▼1F

減築改修棟
項目 備考

事業費合計
（税抜き）

建設工事費

附帯施設費

設計費・
引越し費等

外構工事費、解体
費等含む

太陽光発電、
梨だなコリドール
等

３，０３８

８５

２８２

６７

３５７

１６８

３，４０５

２，３５０

公共施設整備
保全基金

４６３

地方債

金額（百万円） 種別

国の補助金等

千葉県市町村
振興資金貸付金

一般財源

３，４０５ 合計（税抜き）

金額（百万円）

事業スケジュール

基本設計に向けての課題の抽出

概算事業費及び財源計画

用語解説集

採用案：Ｃ案「減築改修+新築案」

手すりが未整備でバリアフリーに
対応できていない階段

（１）概算事業費の算定
　概算事業費はＣ案「減築改修＋新築」の概算建設費を基に附帯施設や設計・引越し等の費用を加算し、
　３４億５００万円（税抜き）と想定します。
　なお、今後の基本設計等において、規模・仕様等を精査し、コストの縮減に取り組みます。

（２）財源計画
　庁舎整備に必要な財源については、耐震化に伴う国からの補助金、市の積立金（公共施設整備保全基金）及
　び市一般財源のほか、一時的な財政負担の軽減と世代間負担を考慮し、借入金（地方債及び県貸付金）によ
　り実施します。
　なお、助成制度や有利な貸付金については、引き続き調査・検討していきます。

○財源内訳○事業費内訳（平成 26 年度以降）

基本計画基本計画 基本設計基本設計 工事工事実施設計実施設計

－６－－５－

全
庁
舎
開
庁

文化センター

新築棟減築改修棟 保健福祉センター

減築改修+新築による整備のイメージ図

ひび割れの目立つ外壁 老朽化した空調設備

基本計画
・整備手法の
　選定
・庁舎に必要な
　機能等の整理
・課題の抽出
　など

・具体的な機能等の
　配置
・規模の検討
・構造形式の選定等
　など

・基本設計内容の
　精査
・工事発注用図面の
　作成
・確認申請
　など

・１期工事
　（新築工事）
・２期工事
　（減築改修工事）

H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度

H30 年
　4月

基本設計 工事実施設計

煩雑でわかりにくい窓口廻り

Ｃ案Ｃ案

■配置図 ■断面図

・耐震性能や、コスト等の視点か
　ら最適な構造形式を選定
　

・現庁舎の耐震性能不足、設備等
　の老朽化を解消すべく早期完
　成を目指す

・施工者の選定及び発注方法につ
　いて、選定過程の透明性、客
　観性、公開性を踏まえ検討

・無駄のない合理的な設計による
　建設コストの縮減
・各種補助金の積極的な活用

・執務空間の適正な規模の設定と
　各部署の配置の検討
・窓口サービス（ワンストップ　
　サービス *）の具体的な検討
・議場の規模設定
・コンパクト化の検討
・既存庁舎の有効活用による新築
　棟縮小の検討

適正な規模の設定
耐震性確保のための
構造形式の選定

建設コストの縮減及び各種
補助金の活用

建設工期の短縮 事業手法（発注方式）の
検討

○ＩＣＴ（Information and Communication Technology）
　「情報通信技術」の略。コンピュータやネットワークに関連
　する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。
○ RC 造　　　　　　　　　○ SRC 造
　鉄筋コンクリート造。　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造。
○ エネルギーマネージメント
　ICT を用いてエネルギー使用を管理しながら最適化を図ると
　ともに、創エネ、蓄エネの効率化を合わせて図ること。
○ サスティナブル
　「持続可能な」という意味。将来の環境や次世代の利益を損
　なわない範囲内で社会発展を進めようとする理念。
○ サーバー
　コンピューターネットワークにおいて、クライアントからの
　命令を受けて特定の機能やデータを提供する側のコンピュー
　ターまたはソフトウエアのこと。
○ バリアフリー
　障がい者や高齢者等の社会的弱者が、社会生活に参加する上
　で生活の支障となる物理的な障害や、精神的な障壁を取り除
　くこと。

○ 文書ファイリングシステム
　文書管理の一手法。文書をフォルダーに挟み、中分類、大分           
　類をつくりキャビネットに保管します。検索しやすく、収納
　効率が高いシステム。

○フロアマネージャー
　窓口フロアーに常駐し、来庁者の目的を聞き、手続きを担当
　する窓口や申請書を書く記載台まで適切に誘導します。

○ 免震構造
　基礎（地盤） と建物の間に地震時の地盤の揺れを絶縁するた
　めの免震装置を設けて、地震のエネルギーが建物本体に直接
　伝わり難くした構造。
○ 免震レトロフィット
　既存の建物の基礎又は下層の柱部分に、外観や内装及び設備
　などを損なうことなく免震装置を設置し、免震建物へ改修す
　る方法。
○ ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）
　企画設計、建設、運用管理及び最終的な解体再利用まで、建
　築物の生涯にわたる全てのコスト。生涯費用とも呼ばれます。
○ ワンストップサービス
　１ヶ所または１回で様々な行政サービスを提供したり、手続
　きを終えることができる仕組み。
○ ユニバーサルデザイン
　国籍、年齢、性別あるいは身体的能力を問わず、多様な人々
　が使用できるように建物や空間をつくる考え方。

検  討  結  果

比  較  検  討  に あ た っ て

基  本  理  念

基  本  方  針

○ ＢＣＰ（Business Continuity Plan）
　災害発生時に優先的に取り組むべき重要な業務を継続し、最
　短で事業の復旧を図るために事前に必要な資源の準備や対応
　方針・手段を定める計画。


